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2019 年 11 月 議事録 

2019 年 11 月 19 日（火）AM１０：００～１２：００  東児童館卓球室 

出席者；坂口、須藤、篠原、柏木、長澤、谷澤、大竹、荻生、半田、笹澤、鈴木 

配布資料；30回会議議事次第、29回議事録、2020年度事業収支予算書、事業・活動報告 

＜報告＞ 

１．10 月 26日東小まつり参加（笹澤、須藤、守谷、篠原、神田、谷澤、坂口、半田、山田、山口、高岡） 

  11 月 6日東小まつり反省会参加（鈴木）；特筆事項⇒主催者＆参加団体からは好印象「welcome」 

      学校側からの「まつり委員さんの負担が目につき、今後縮小の方向を模索したい」の言葉に衝撃。 

２．11 月 17 日稲荷前合同防災訓練の搬送訓練について（長澤）；特筆事項⇒準備を重ねてきたが当日肝心のタイミ

ングで「災害による緊急出動」が消防の方にかかり、以後消火訓練をして解散。「きずな」としては自治会の防災訓練に意見を提

示できた経験値になったと思う。 

  11月17日稲荷前合同役員会出席（笹澤、長澤、山口、半田、鈴木）；特筆事項⇒1戸当たり 100円の補助金申

請を提示したところ、各自治会それぞれに懐事情が違うためその希望に添えるか否かは確約できないが、活動の重要性、意味合

いは役員の中では理解言出来ているので断ることは無い。補助の中身については各自治会に任せることで終了。 

＜議題＞ 

１．東小まつりでの「カエルさんを助けて！」に関して、気づいた点、反省点。 

⇒計17～１８回のカエルイベントをした、終了近くにはスタッフの疲れが見えた。もう少し役割分担やイベントの実施タイムス

ケジュールなどを次回があったら検討する余地を感じた。子供たちの流れてくるタイミングが掴めずに、初期には「呼び込み」な

どをしたが、興味のあるものを回った後には体験型イベントに回ってくるのだと分かった。東小まつり自体が存続、或いは規模

縮小の局面にあるらしい。「きずな」は地域住民の更なる交流を「地域の支え合い活動」の一助と東小まつりに参加したと思

うが協力の余地は無いものか。 

２．12 月 8日の「地域の“防災”をみんなで考える会」当日の進行、集合時間、各自持参するもの。 

  各グループのリーダーの役割→午後の予行演習で確認。 

 スタッフの人数；稲荷前の地図 1 区 1枚 2区 5枚 3 区 2枚 東4枚→地図1枚につきひとりのスタッフ 

 会場準備；東については演者の坂口氏 東２在住＆今年度自治会役員ゆえに問題無し 

      稲荷前は本日午後からの予行演習にて確認。 

 受付時の記名名簿；昨年度の講演会に作成したものをいくつか修正して使用。 

 参加者へのアンケート；昨年度の講演会に作成したものをいくつか修正して使用。 

 スタッフ担当時間；午前の部（稲荷前）AM９：３０集合 10：００スタート １２：００終了 

          （笹澤、半田、坂口、須藤、柏木、鈴木） 

          午後の部（東）１３：３０集合 １４：００スタート １６：００終了 

          （笹澤、半田、坂口、須藤、柏木、谷澤、篠原、鈴木） 

午前の部以上。 定例会次回は 12 月 17 日（火）AM10:00~児童館にて 

 

補足；1月 18日（土）イーアスつくば ホールにて カエルキャラバン催し 社協より依頼 

   2 月の社協主催 地域の絆フォーラム２０２０へのきずなのプレゼンテーション依頼あり。対応準備へ 

  



11月 19日（火）☆14：00～ 12 月 8日のリハーサル  

参加者（笹澤、坂口、荻生、半田、須藤、篠原、柏木、長澤、鈴木） 

  

プレゼンテーション；坂口 14：08～14：4８（当日は 50分） 質疑応答  ワークショップ（1時間） 

 以上で2時間だが、興味深い内容＆ワークショップは時間、内容が進む程にコミュニケーションが増し途中で切るのが忍びないだ

ろう。 

 

確実に参加者に伝えること；ここの作業で得られた情報の秘匿。→参加者にとって記憶が残るのは住居している近隣になるだろ

う。その情報を忘れてもらうよりは気にかけてもらい、「さりげない見守り」行為へとつなげたい。 

なるべく個人名は表記、或いは記録しない。 

情報の収集は当然の重要事項ではあるが、シールを貼ることで何が「利点」「不安点」なのかを理解＆発見してもらう。⇒例；高

層住宅、自販機、AED の利用時間帯、空き家 etc. 

 

シール色 青⇒物理的利点  みどり⇒人的利点 赤⇒物理的不安点 黄色⇒人的不安点 

 

プレゼンテーションにて使用された原稿は用紙 5～6 枚程度になるように再構成されてファイル添付にて送信。30 部×2 回 計

60部用意（60部作成しておき、午前の部の参加者数次第で追加印刷を考慮） 

 

資材準備品； 

スクリーン、プロジェクター、リール延長コード、レーザーポインター、各地域別地図、見守り活動についてのリーフレット（以上社協） 

 

シール、付箋、書き込みペン、マーカー（以上きずな） 

 

テーブル、椅子などは各集会場にあるものを使う。 

 

参加者名簿（１５枚）、アンケート（60 枚） 

 

地図については、若干情報が古いものは訂正してもらう。稲荷前2区は区分が細かく 1枚が大きく感じたので 2区全体が載る1

枚の地図にしてもらう。（個人名が載ってこないので、自治会配布の略図も用意） 

 

参加スタッフの意見： 

プレゼンテーションの内容が 居住地域に則ったもの、この危険や不安因子が少ないと思われていた稲荷前＆東地域だが、この

地域が破壊されなくても周辺地域が甚大被害の場合、「助け」は素通りするので自助＆共助の重要性を改めて自覚した。出来

るだけ多くの住民に来てほしい。それも、自治会役員には間もなく任期終了になる時期ではあるが個人としても十分に参加して損

の無いもの。 

 

終了；片付けを含めて１７：００ 

 

ご参加のみなさま おつかれさまでした。 

 


